
紹

介

ヒ
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l
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サ
l
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1
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本
書
は
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
中
頃
の
バ
グ

ダ
ー
ド
の
人
、
ヒ
ラ

l
ル
・
サ

l
ピ
l
同

HE-
-u

半
V
A
E
F
曲
目
的
自
主

'ω
剖
『
H

d

の
著
作
で
あ
る
河

S
品ヨ

&
、
白
N
T
E
¥白
の
誇
注
書
で
あ
る
。
日
本
語
表
題

『カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き
た
り
』
と
し
て
上
梓
さ
れ

た
。

ヒ
ラ

l
ル

・
サ
l
ピ
l
の
こ
の
書
は
、
書

記
・
{
呂
廷
官
僚
の
ア
ダ
ブ
書
で
あ
る
が
、
そ
の
旦
円

程
的
絞
遮
の
ゆ
え
に
、
ア

ッ
パ

ー
ス
朝
時
代
・

ブ

ワ
イ
フ
朝
時
代
の
政
治

・
軍
事
・
宮
廷
典
穫
・
書

記
規
範
な
ど
の
史
料
の
賓
庫
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

諸
々
の
研
究
に
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
史
料
的
債
値
の
高
い
書
が
日
本
語
に
議
さ
れ

た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

本
語
注
書
は
一
九
九
八
年
か
ら
二

O
O
二
年
ま

で
行
わ
れ
た
輪
譲
舎
の
成
果
で
あ
り
、
輪
讃
曾
に

参
加
さ
れ
て
い
た
谷
口
淳
て
清
水
和
裕
爾
氏
を

監
護
者
と
し
、
近
藤
糞
美
、
二
宮
文
子
、
沼
田
敦
、

橋
爪
烈
、
村
田
靖
子
、
森
高
久
美
子
、
矢
島
洋
一

の
諸
氏
が
翻
誇
に
携
わ
れ
た
。
本
書
の
緒
言
に
お

い
て
、
輪
讃
舎
及
、ぴ
誇
注
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
た
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

嘗
初
か
ら
出
版
を
目
指
し
、
原
稿
は
電
子
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
に
よ

っ
て
作
成
し
、
文
字
の
蒋
篤
や

本
文
中
へ
の
注
の
埋
め
込
み
方
な
ど
を
珠
め
定
め
、

編
集
作
業
の
容
易
化
を
因
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
誇
注
の
過
程
は
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ

れ
て
い
た
。
輪
讃
舎
の
あ
り
方
の
新
し
い
タ
イ
プ

で
あ
る
と
言
え
よ、つ。

緒
一
言
に
よ
れ
ば
、
』
N
E
S
S
札町、白目・恒例目白」「白の窮

本
は
、
ア
ズ
ハ
ル
圏
書
館
に
所
殺
さ
れ
て
い
る

一

貼
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
窮
本
は
、
著
者

ヒ
ラ
l
ル
の
波
後
七
年
の
四
五
五

(一

O
六
三
)

年
に
、
ヒ
ラ

1
ル
自
筆
の
原
本
か
ら
書
窮
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
刊
本
と
し
て
は
、
宮
メ
耳
毛
色

の
校
訂
本
が
唯
一
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
翻
誇
は
こ

の
校
定
本
を
底
本
と
し
、
官
何
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
を
入
手
し
て
こ
れ
を
参
照
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。さ

て
、
本
書
の
健
裁
は
、
緒
言
、
凡
例
、
解
題

で
始
ま
り
、

『カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き
た
り
』
誇
注

が
こ
れ
に
績
く
。
巻
末
に
、
園
表
、
文
献
表
、
索

引
が
置
か
れ
る
。
冒
頭
の
解
題
で
は
、
山
著
者
ヒ

ラ
l
ル
・
サ

1
ピ
!
と
そ
の
組
父
ア
プ

l
・
イ
ス

ハ
l
ク

・
イ
ブ
ラ

l
ヒ
l
ム
、
間
彼
ら
の
出
身
家

系
で
あ
る
サ

l
ピ

l
家
、
川
本
書
の
特
色
と
そ
の

他
の
ヒ
ラ

l
ル
の
著
作
、
凶
イ
プ
ラ

l
ヒ
l
ム
と

ヒ
ラ
1

ル
の
時
代

(本
書
成
立
の
時
代
背
景
)
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
ヒ
ラ
l
ル
に
多
大
の
影

響
を
輿
え
、
本
書
の
最
も
重
要
な
情
報
源
で
あ
る

祖
父
イ
プ
ラ

l
ヒ
l
ム
に
関
す
る
知
識
は
有
用
で

あ
り
、
彼
ら
二
人
の
生
き
た
ブ
ワ
イ
フ
朝
の
支
配

時
代
の
説
明
は
、
本
書
の
理
解
に
鉄
か
せ
な
い
。

巻
末
の
ブ
ワ
イ
フ
朝
君
主
の
表
、
サ

l
ピ
l
家、

ア
ッ
パ
ー
ス
朝
、
プ
ワ
イ
フ
朝
の
各
系
園
、
地
圏
、

年
表
な
ど
は
便
利
で
あ
り
、
索
引
も
利
用
し
や
す

、。・ν
本
書

「カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き
た
り
」
の
内
容
は
、

そ
の
章
題
を
見
れ
ば
お
お
よ
そ
の
見
嘗
が
つ
く
の

で
、
ま
ず
、
目
次
を
列
奉
し
よ
う
。

序
、
川
素
晴
ら
し
き
宮
殿
、
間
つ
と
め
の
作
法
、

川
ハ

l
ジ
プ
職
の
規
則
と
し
き
た
り
、
凶
カ
リ
フ

蓬
の
着
座
、
謁
見
に
お
け
る
彼
ら
の
着
衣
、
カ
リ

フ
遠
の
御
前
に
加
わ
る
側
近
蓬
や
諸
々
の
階
級
の

人
々
の
着
衣
、
同
任
命
・
委
任
・
名
巷
・
宴
舎
の

賜
衣
、
附
任
命
な
ら
び
に
、
ク
ン
ヤ
や
ラ
カ
ブ
に

よ
っ
て
名
答
を
輿
え
た
際
に
カ
リ
フ
へ
贈
ら
れ
る
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も
の
、

川
カ
リ
フ
と
の
文
書
の
や
り
と
り
に
閲
す

る
し
き
た
り
|

|
冒
頭

・
宛
名

・
祈
願
の
定
型

勾

・
最
後
に
も
う
一
度
繰
り
返
す
祈
願
の
定
型
句

に
つ
い
て
|
|
、
刷
文
書
に
お
け
る
カ
リ
フ
へ
の

言
及
と
祈
願
の
定
型
旬
、
問
カ
リ
フ
か
ら
の
文
書

の
し
き
た
り
、
同
カ
リ
フ
か
ら
文
書
の
受
取
人
へ

の
祈
願
の
定
型
句
|
|
ム
畠
初
行
わ
れ
て
い
た
し
き

た
り
と
最
終
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
き

た
り
、
川
信
徒
の
長
の
マ
ウ
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
の

表
明
、
同
文
書
の
末
尾
に
記
さ
れ
る
「
某
・
ブ

ン

・
某
記
す
」
と
い
う
詩
句
、
同
カ
リ
フ
と
や
り

と
り
す
る
文
書
が
書
か
れ
る
紙
、
中
に
文
書
を
入

れ
て
や
り
と
り
す
る
通
信
袋
、
そ
の
上
に
押
さ
れ

る
封
印
、
凶
ラ
カ
ブ
、
同
説
教
壇
に
お
け
る
フ
ト

ペ
同
種
奔
時
に
太
鼓
を
叩
く
こ
と
、
間
婚
植
の

フ
ト
パ
、
下
僕
が
供
す
る
終
章
。

第

一
章
で
は
、
ア
ッ
パ
ー
ス
靭
カ
リ
フ
宮
廷
の

規
模
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
数
多
く
の
史
賓
や
情

報
が
示
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
カ
リ
フ
H
ム
ク
タ

デ
ィ
ル
の
時
代
に
ピ
ザ
ン
ツ
皇
帝
の
使
節
を
迎
え

た
式
典
の
華
々
し
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。
そ
の
翌

年
、
ワ
ズ
ィ

l
ル
H
ア
リ

1
・
ブ
ン

・
イ

l
サ
ー

が
作
成
し
た
国
家
珠
算
の

一
覧
表
の
列
奉
も
、
こ

の
カ
リ
フ
の
時
代
を
数
字
に
よ
っ
て
物
語
ら
せ
て

い
る
。

著
者
ヒ
ラ
l
ル
は
車
に
過
去
の
事
貧
を
羅
列
し

て
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ヒ
ラ
l
ル
の
生

き
て
い
る
現
在
の
目
か
ら
過
去
を
見
、
過
去
か
ら

の
愛
化
の
結
果
、
今
こ
の
現
在
が
あ
る
、
と
捉
え

た
上
で
の
記
述
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
章
の
書

き
出
し
は
、
「
そ
れ
は
非
常
に
慶
大
な
宮
殿
で
、

今
日
宮
殿
が
建
っ
て
い
る
現
存
の
驚
く
べ
き
敷
地

の
さ
ら
に
何
倍
も
の
敷
地
に
建
っ
て
い
た
」
と
始

ま
る
。
そ
れ
が
ム
ク
タ
デ
イ
ル
以
降
の
混
乱
の
結

果
、
今
や
か
く
も
縮
小
し
て
し
ま
っ
た
、
と
。
ピ

ザ
ン
ツ
使
節
謁
見
の
件
に
つ
い
て
も
、
ヒ
ラ

1
ル

自
身
が
目
撃
し
た
ブ
ワ
イ
フ
靭
の
サ
ム
サ
l
ム

・

ア
ッ
ダ
ウ
ラ
の
宮
殿
で
の
ピ
ザ
ン

ツ
要
人
と
の
謁

見
の
あ
り
さ
ま
と
比
較
し
、
こ
れ
は
こ
れ
で
壮
大

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ム
ク
タ
デ
イ
ル
の
も
の
に

遠
く
及
ば
な
い
、
と
言
う
。
浴
場
の
鍛
か
ら
人
口

を
算
出
す
る
方
法
を
用
い
て
カ
リ
フ
H
マ
ン
ス

l

ル
時
代
の
バ
グ
ダ
ー
ド
の
人
口
を
推
定
し
た
先
人

の
著
作
に
依
嫁
し
て
、
ヒ
ラ

l
ル
も
ま
た
租
父
イ

ブ
ラ

l
ヒ
ム
か
ら
聞
い
た
浴
場
数
か
ら
、
そ
の
人

口
を
確
認
す
る
。
彼
が
奉
げ
た
浴
場
数
は
、
ム
ク

タ
デ
イ
ル
の
時
代
に
は
、
二
七
、

0
0
0軒
、
ム

イ

ツ
ズ

・
ア
ァ
ダ
ウ
ラ
の
時
代
は
、

一
七、

0
0

0
軒
、
ア
ド
ゥ
ド
・

ア
ツ
ダ
ウ
ラ
の
時
代
は
、
五
、

0
0
0軒
、
バ
ハ

l
・
ア

ッ
ダ
ウ
ラ
の
時
代
は、

て
五

O
O軒
、
そ
し
て
現
在
、
一
五

O
軒
。
税

収
に

つ
い

て
も
、
か
つ
て
の
カ
リ
フ
H
ラ
シ
!
ド

の
時
代
の
額
を
示
し
、
績
け
て
カ
リ
フ

H
ム
テ

ィ
ー
と
カ
リ
フ
H
タ
l
イ
l
の
わ
ず
か
な
税
牧
額

を
奉
げ
る
。

第
二
章
で
は
、
カ
リ
フ
の
御
前
で
の
纏
儀
作
法
、

正
し
い
身
な
り
や
振
る
舞
い
、
中
庸
な
態
度
と
食

言
な
ど
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
か
く
あ
る
べ
き

作
法
や
心
得
の
項
目
ご
と
に
そ
れ
に
関
係
す
る
逸

話
が
語
ら
れ
、
き
な
が
ら
逸
話
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

の
観
を
な
し
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
ヒ
ラ
l
ル
は
先
ず
、
ハ

i
ジ
ブ

の
資
格
と
侠
件
、
職
務
内
容
を
述
べ
、
次
に
、
こ

こ
で
も
ま
た
、
逸
話
を
引
用
し
て
ハ

l
ジ
ブ
職
の

規
定
に
具
慢
性
を
奥
え
て
い
る
。
ハ

l
ジ
プ
は
廷

臣
た
ち
の
宮
廷
内
で
の
行
動
を
監
督
し
、
逸
脱
し

た
者
に
庭
罰
を
加
え
、
第
二
章
で
一不
さ
れ
た
宮
廷

作
法
を
守
ら
な
い
者
に
は
、
た
と
え
高
位
高
官
で

あ
ろ
う
と
カ
リ
フ
の
許
に
伺
候
す
る
こ
と
を
許
さ

な
い
。
ま
た
カ
リ
フ
謁
見
の
儀
式
の
段
取
り
を
つ

け
指
園
を
す
る
の
も
ハ

l
ジ
ブ
の
役
割
で
あ

っ
た
。

こ
の
例
と
し
て
参
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
カ
リ
フ

H
タ
l
イ
ー
が
ブ
ワ
イ
フ
世
帯
熱
の
ア
ド
ゥ
ド

・
ア
ッ

ダ
ウ
ラ
に
統
治
権
を
授
輿
し
、
賜
衣
と
二
つ
目
の

ラ
カ
ブ
の
タ

l
ジ
ュ

・
ア
ル
ミ
ッ
ラ
を
輿
え
た
謁
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見
の
場
面
で
あ
る
。
大
捜
優
れ
た
讃
み
物
に
な
っ

て
い
て
、
盟
ハ
趣
が
護
き
な
い
。
巌
か
に
進
む
式
次

第
の
中
で
、
爾
者
が
示
す
気
負
い
と
緊
張
が
停
わ

り
、
讃
後
に
は
、
仰
々
し
き
の
裏
に
あ
る
悲
哀
が

鈴
韻
と
な
る
。
強
大
な
政
治
権
力
者
ア
ド
ゥ
ド

・

ア
ァ
ダ
ウ
ラ
が
、
カ
リ
フ
の
面
前
で
地
面
に
口
付

け
し
臣
下
の
穫
を
と
る
姿
は
、
権
威
と
そ
れ
を
支

え
る
思
想
の
執
効
さ
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ

れ
る
。第

四
章
は
、
宮
廷
で
、
カ
リ
フ
、
側
近
、
殿
上

人
が
着
け
る
べ
き
衣
装
が
述
べ
ら
れ
る
。

第
五
章
で
は
、
官
職
絞
任
の
際
ゃ
、
ラ
カ
プ
の

授
輿
の
際
に
、
あ
る
い
は
宴
曾
に
お
い
て
、
カ
リ

フ
か
ら
奥
え
ら
れ
る
ヒ
ル
ア
の
決
ま
り
が
語
ら
れ

る
。
ヒ
ル
ア
は
一
般
的
に
賜
衣
と
誇
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
衣
装
が
起
源
上
か
ら
も
、
ま
た
代
表
的
な

物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
よ
う

に
-
議
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
他
に
、
装
身
具
、

万
、
旗
、
馬
、
座
具
、
容
器
類
も
奔
領
す
る
の
で

あ
る
。
ヒ
ラ
l
ル
は
、
ア
ド
ゥ
ド

・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ

に
輿
え
ら
れ
た
賜
衣
の
品
目
と
そ
の
数
量
を
記
述

し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
官
職
の
被
任
命
者
や
ラ
カ
プ
の
被

授
輿
者
は
、
そ
の
際
、
カ
リ
フ
に
贈
り
物
を
す
る

の
で
あ
る
。
第
六
章
で
は
、
そ
の
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
ヒ
ラ

i
ル
は
言
う
。
か
つ
て
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
カ
リ
フ
宮

廷
が
財
政
的
に
困
窮
し
、
手
元
不
知
意
に
な
っ
て

か
ら
、
金
や
衣
類
や
香
料
や
器
物
を
贈
っ
て
財
庫

を
潤
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
と
。
こ
の
し

き
た
り
が
い
つ
始
ま
っ
た
か
は
述
べ
ら
れ
て
い
な

い
が
、
ブ
ワ
イ
フ
朝
の
君
主
た
ち
は
ア
ミ

1
ル
位

に
就
い
て
権
力
を
掌
握
し
、
賜
衣
を
奥
え
ら
れ
る

と
、
カ
リ
フ
に
莫
大
な
贈
り
物
を
し
た
の
で
あ
っ

た
。
ア
ド
ゥ
ド

・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
は
ラ
カ
ブ
と
賜
衣

の
見
返
り
に
、
荷
馬
五
百
頭
の
品
物
を
タ

l
ィ
ー

に
贈
っ
た
。
贈
り
物
の
中
心
は
、
金
貨
、
銀
貨
、

布
で
あ
り
、
明
ら
か
に
経
済
的
援
助
で
あ
る
。
悪

い
表
現
で
言
え
ば
、
金
銭
で
祭
器
を
買
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
七
章
か
ら
第
十
四
章
ま
で
は
、
文
書
作
成
の

決
ま
り
を
扱
っ
て
い
る
。
文
書
磨
に
勤
め
た
著
者
、

文
書
鷹
長
官
で
あ
っ
た
祖
父
を
は
じ
め
サ
l
ピ
l

家
の
家
業
で
あ
る
書
記
と
し
て
の
専
門
知
識
が
縦

横
無
蓋
に
愛
揮
さ
れ
て
い
て
、
大
安
、
得
難
い
讃

み
懸
え
の
あ
る
箇
所
で
あ
る
。
臣
下
か
ら
カ
リ
フ

宛
に
出
さ
れ
る
文
書
と
カ
リ
フ
か
ら
臣
下
に
下
さ

れ
る
文
書
の
書
式
の
相
達
、
冒
頭
に
書
か
れ
る
差

出
人
の
名
前
と
受
取
人
の
名
前
の
順
序
、
名
前
の

表
現
方
法
、
名
前
の
後
に
付
け
ら
れ
る
祈
願
文
の

用
い
方
、
冒
頭
と
末
尾
の
挨
拶
文
、
文
中
で
の
自

稽
及
び
相
手
の
呼
び
方
、
勅
書
の
末
尾
に
記
さ
れ

る
ワ
ズ
ィ

l
ル
ま
た
は
書
記
の
名
前
の
書
き
方
な

ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
サ
ン
プ
ル
と
し
て
本
書
の
献

呈
先
で
あ
る
カ
リ
フ
H

カ
1

イ
ム
の
名
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
幾
つ
か
の
貧
例
も
示
さ
れ
、
そ
の
う

ち
の
懸
一
審
は
組
父
イ
ブ
ラ
l
ヒ
l
ム
起
草
の
タ
l

ィ
ー
か
ら
ア
ド
ゥ
ド

・
ア
ツ
ダ
ウ
ラ
宛
て
の
文
書

で
あ
る
。

前
述
の
文
書
に
お
け
る
名
前
の
表
現
方
法
と
は
、

イ
ス
ム

・
ク
ン
ヤ
・
ラ
カ
ブ
の
用
い
方
で
あ

っ
て
、

詳
し
く
は
本
書
を
讃
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
、
今

こ
こ
に
著
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
を
一
部
紹
介
す

る
。
臣
下
か
ら
カ
リ
フ
宛
て
の
文
書
は
次
の
と
お

り
舎
か
れ
る
。

宛
名
に
つ
い
て
言
う
と
、
慣
例
で
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
右
側
に
、
「
慈
愛
あ
ま
ね
く
慈
悲

深
き
紳
の
御
名
に
お
い
て
。
一
脚
の
僕
た
る
ア
プ

ド

・
ア
ッ
ラ
l
・
ア
ブ

l
・
ジ
ャ

l
フ
ア
ル
、
ィ

マ
l
ム
H
カ
l
イ
ム
・
ピ

・
ア
ム
ル

・
ア
ッ
ラ
l
、

信
徒
の
長
へ
」
と
書
く
。
こ
こ
に
は
祈
願
の
定
型

句
は
書
か
な
い
。
カ
リ
フ
の
父
親
の
名
前
は
た
と

え
ラ
カ
ブ
で
あ
っ
て
も
書
か
な
い
。
と
い
う
の
も
、

信
徒
の
長
と
し
て
の
ラ
カ
プ
が
そ
の
人
物
を
特
定

す
る
系
譜
の
代
わ
り
に
な
っ
て
い
る
か
ら
。
(
蛇

- 91 



498 

足
で
あ
る
が
、
ア
ブ
ド
・
ア

ッ
ラ
l
が
親
か
ら
輿

え
ら
れ
た
名
で
あ
る
イ
ス
ム
、
ア
プ

1
・
ジ
ャ
ー

フ
ア
ル
が
ジ
ャ
1

フ
ア
ル

の
父
と
い
う
家
族
の
つ

な
が
り
を
叫
刑
す
る
ク
ン
ヤ
、
カ
l
イ
ム

・
ピ

・
ア

ム
ル
・

7
7
ラ
ー
が
象
稀
で
あ
る
ラ
カ
プ
、
イ

マ
l
ム
及
び
信
徒
の
長
が
カ
リ
フ
位
の
橋
)。

も

う

一
方
の
端
に
、
「
彼
(
カ
リ
フ
)
の
僕
」
或
い

は、

「彼
の
僕
に
し
て
保
護
さ
れ
し
者
」
の
い
ず

れ
か
差
出
人
の
選
ん
だ
方
の
語
に
績
け
て
、
差
出

人
の
イ
ス
ム
と
そ
の
父
親
の
イ
ス
ム
つ
ま
り

「
某
・
プ
ン

(息
子
)
・
某
よ
り
」
と
書
く
。
カ

リ
フ
よ
り
ク
ン
ヤ
の
使
用
が
許
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
れ
は
使
わ
な
い
。
ラ
カ
ブ
を
持
ち
、
ク
ン
ヤ
の

使
用
が
許
さ
れ
て
い
て
も
、
ラ
カ
ブ
と
、
イ
ス
ム

と
父
親
の
イ
ス
ム
に
限
る
。
父
親
に
ラ
カ
ブ
と
ク

ン
ヤ
が
あ
っ
て
も
、
父
親
の
名
は
ラ
カ
プ
と
イ
ス

ム
で
遮
べ
る
。
も
し
も
非
ア
ラ
ブ
や
マ
ウ
ラ
ー
で

あ
れ
ば
、
そ
の
後
で

「信
徒
の
長
の
マ
ウ
ラ
l
」

と
述
べ
る
。
以
上
全
て
は

一
行
に
収
め
る
。
(
司自
u

-
O
O
-
-
O
H
)
 

カ
リ
フ
か
ら
臣
下
宛
て
の
文
書
の
場
合
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

臣
下
の
名
前
は
「
某

・
ブ
ン

・
某
へ
」
と
彼
の

イ
ス
ム
と
彼
の
父
親
の
イ
ス
ム
が
書
か
れ
る
が
、

ク
ン
ヤ
の
使
用
が
許
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
イ
ス

ム
な
し
で
「
ア
ブ

1
・
某

へ
」
と
書
か
れ
、
一
フ
カ

ブ
を
持
ち
ク
ン
ヤ
の
使
用
が
許
さ
れ
て
い
る
な
ら
、

「
0
0
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ

・
ア
ブ

1
・
某
へ
」
と
さ

れ
る
。
も
し
非
ア
ラ
ブ
や
マ
ウ
ラ
ー
で
あ
れ
ば
、

「
信
徒
の
長
の
マ
ウ
ラ

l
へ
」
と
さ
れ
る
。
受
取

人
の
父
親
が
ラ
カ
ブ
を
持
つ
な
ら
、
「

0
0
・
ァ

ァ
ダ
ウ
ラ

・
ア
ブ

1
・
莱
・
ブ
ン
・

0
0
・
ア
ツ

ダ
ウ
ラ

・
信
徒
の
長
の
マ
ウ
ラ

l
へ
」
と
記
さ
れ

る
。
(
司
呂
∞
)

こ
の
よ
う
に
し
て
書
か
れ
る
差
出
人
・
受
取
人

の
名
前
、
挨
拶
文
、
そ
し
て
祈
願
文
が
文
書
の
冒

頭
部
を
構
成
す
る
。
後
世
、
た
と
え
ば
マ
ム
ル
l

ク
朝
時
代
の
と
・

om一
宮
山
吉
舎
の

V
S
ミ
tQg

に
牧
め
ら
れ
て
い
る
文
書
は
、
冒
頭
部
が
省
か
れ

て
お
り
、
こ
の
貼
、
本
書
の
絞
述
は
貴
重
で
あ
る
。

ラ
カ
ブ
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
章
で
、
ジ
ャ
ー

ヒ
リ

l
ヤ
時
代
の
津
名
に
始
ま
り
、
ア
ッ
パ
ー
ス

朝
カ
リ
フ
の
象
橋
、
そ
し
て
カ
リ
フ
に
よ
っ
て
臣

下
に
輿
え
ら
れ
る
勲
功
裕

・
付
栄
血
骨
格
と
し
て
の
ラ

カ
ブ
を
、
歴
史
的
流
れ
の
な
か
で
、
ラ
カ
ブ
名
と

そ
の
保
持
者
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
般
的
な
名

糖
以
外
で
は
、
ア
フ
シ

l
ン
や
イ
フ
シ
ー
ド
と
言

っ
た
か
つ
て
の
中
央
ア
ジ
ア
の
王
の
稀
競
が
ラ
カ

プ
と
し
て
輿
え
ら
れ
て
い
る
者
の
名
が
告
げ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ド
ゥ
ド

・
ア
ツ
ダ

ウ
ラ
が
自
稽
し
、
後
に
は
、
カ
リ
フ
が
承
認
し
て

ブ
ワ
イ
フ
朝
ア
ミ
l
ル
た
ち
に
輿
え
た
、
古
代
ベ

ル
シ
ャ
王
の
稽
競
シ
ャ
l
ハ
ン
シ
ャ
l
に
つ
い
て

は

一
言
も
絹
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
著
者
ヒ
ラ

l
ル

の
拒
否
反
感
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

人
名
に
お
い
て
、
カ
リ
フ
の
面
前
や
文
書
上
で
、

ク
ン
ヤ
を
使
用
す
る
に
は
カ
リ
フ
の
許
可
が
必
要

で
あ
り
、
ラ
カ
ブ
は
カ
リ
フ
が
授
輿
す
る
も
の
で

あ
り
、
信
徒
の
長
の
マ
ウ
ラ
!
と
い
う
表
現
も
同

様
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
文
書
に
お
い
て
、
人
名

の
後
に
付
け
ら
れ
る
祈
願
文
に
は
等
級
が
設
け
ら

れ
、
封
象
人
物
ご
と
に
し
か
る
べ
き
語
句
が
定
め

ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
よ
り
上

等
の
祈
願
語
句
を
願
う
者
に
と
っ
て
は
怒
願
の
的

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

文
書
の
書
式
の
決
ま
り
ご
と
は
、
カ
リ
フ
が
こ

の
世
界
の
支
配
の
淵
源
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ブ
ワ
イ
フ
朝
の
貧
質
的
支
配
下
に
あ
っ
て
、

カ
リ
フ
は
名
目
的
存
在
に
堕
し
た
け
れ
ど
も
、
理

念
的
カ
リ
フ
健
制
の
枠
組
の
中
で
は
、
依
然
と
し

て
支
配
の
源
で
あ
り
、
そ
れ
を
壊
す
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
ブ
ワ
イ
フ
朝
ア
ミ
|
ル
は
、
カ
リ
フ
に

従
属
し
た
ポ

1
ズ
を
取
ら
さ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
れ
を
形
の
上
で
確
認
さ
せ
て
い
る
の
が
謁
見
で

あ
り
、
文
書
形
式
で
あ
る
と
言
え
る
。
カ
リ
フ
が
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厳
密
で
正
し
い
し
き
た
り
を
遵
守
し
て
い
く
こ
と

は
、
新
興
の
政
治
勢
力
に
釘
抗
し
、
自
ら
の
権
威

を
維
持
し
績
け
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ

つれ~。最
後
の
第
十
五
か
ら
第
十
七
章
で
は
、
婚
種
時

や
金
曜
種
奔
時
に
お
け
る
フ
ト
パ
や
、
種
奔
時
に

太
鼓
を
叩
く
と
い
う
カ
リ
フ
に
属
す
る
権
利
が
ブ

ワ
イ
フ
朝
ア
ミ

l
ル
に
建
食
さ
れ
て
い
く
次
第
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
が
、
『
カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き
た
り
』
の
あ

ら
ま
し
で
あ
る
。

さ
て
、
本
観
謬
舎
の
文
健
の
特
徴
は
、
ア
ラ
ビ

ア
語
に
で
き
る
だ
け
忠
賓
に
邦
誇
し
よ
う
と
し
て

い
る
黙
で
あ
る
。
本
書
が
一
般
の
讃
者
向
け
と
い

う
よ
り
、
専
門
家
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
テ
l
マ

に
開
心
を
寄
せ
る
者
を
封
象
に
し
て
い
る
こ
と
が
、

そ
の
理
由
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

注
も
豊
富
で
あ
る
。
注
調
押
文
に
も
出
典
が
示
さ

れ
て
い
る
。
注
の
典
擦
は
校
定
本
に
基
づ
く
も
の

や
、
謬
者
が
文
献
で
確
認
し
た
も
の
が
記
さ
れ
て

い
る
。
人
物
に
つ
い
て
の
注
は
、
殊
に
詳
し
い
。

そ
し
て
、
注
の
位
置
が
、
本
文
ペ

l
ジ
と
向
ペ
ー

ジ
に
あ
る
た
め
に
、
大
安
見
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

誇
文
の
欄
外
に
、
校
定
本
と
篤
本
の
ペ

1
ジ
が

書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ペ
ー
ジ
数
が
横
に
書

か
れ
て
い
る
そ
の
行
か
ら
、
校
定
本
と
官
何
本
の
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ

l
ジ
が
始
ま
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

封
照
さ
せ
て
讃
む
の
に
便
利
で
あ
る
。

本
書
を
利
用
し
て
ヒ
ラ
l
ル
の
ア
ラ
ビ
ア
語
文

を
譲
も
う
と
す
る
者
ゃ
、
研
究
に
使
い
た
い
と
思

う
者
に
と
っ
て
、
本
書
は
親
切
な
っ
く
り
に
な
っ

て
い
て
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
へ
の
寄
奥
は
計
り

知
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
貴
重
で
ユ
ニ
ー
ク
な
史
料

を
邦
語
で
通
讃
で
き
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
有
難

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
本
が
出
版
さ
れ
た

こ
と
を
高
く
評
債
し
つ
つ
、
績
々
と
新
た
な
誇
注

書
が
公
刊
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

二
O
O三
年
三
月
京
都
松
香
堂

A
5版
二
九
+
二

O
一
頁

三

八

O
O圃

安
志
輝
主
編

新
方
志

「
新
河
豚
志
」

升c
不本

時

彦

一
九
七

0
年
代
末
以
降
の
改
革
開
放
路
線
の
も

と
、
中
園
で
は
一
九
八

0
年
代
初
め
か
ら
全
図
的

に
、
人
民
共
和
園
成
立
後
第
二
次
と
な
る
大
規
模

な
地
方
志
編
纂
事
業
が
本
格
化
し
た
。
そ
れ
か
ら

ほ
ほ
二
十
年
を
経
た
二

O
O
一
年
の
段
階
で
は
、

省
、
市
、
際
三
級
の
地
方
志
が
五
、

0
0
0鈴
種
、

郷
鍍
志
、
専
業
志
、
部
門
志
、
廠
鎌
企
業
志
な
ど

が
二
一
、

0
0
0絵
種
、
そ
し
て
地
名
志
が
一
、
五

0
0絵
種
、
合
計
一
九
、

0
0
0鈴
種
が
す
で
に

出
版
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
中
園
枇
曾
科
拳
院
で

は
、
そ
の
う
ち
一
五
、
五

O
O絵
穫
を
牧
集
し
、

昨
年
、

て

0
0
0頁
を
超
え
る
大
部
の
所
裁
目

録
を
出
版
し
た
(
中
園
枇
曾
科
挙
院
園
書
館
地
方

志
牧
裁
中
心
編
『
中
園
祉
曾
科
皐
院
園
書
館
新
方

志
徳
目
」
吉
林
文
史
出
版
社
、
二

O
O
二
年
三

月
)。宋

代
か
ら
明
清
時
代
、
さ
ら
に
民
園
時
期
に
か

け
て
編
纂
さ
れ
て
き
た
地
方
志
が
、
近
世
か
ら
近

代
に
か
け
て
の
歴
史
研
究
に
必
須
の
資
料
と
し
て

珍
重
さ
れ
て
き
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
現
在
刊
行

中
の
新
方
志
も
や
が
て
は
嘗
該
時
期
を
研
究
す
る

う
え
で
、
鉄
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
二

O
、

0
0
0種
に
近
い
数
多
の
新
方
志
の
中
か
ら
、
敢

え
て
河
北
省
の

『新
河
豚
志
』
(
安
志
輝
主
編
、

方
志
出
版
枇
、
二

O
O
O年
七
月
)
一
種
に
し
ぼ

っ
て
紹
介
を
試
み
る
の
は
、

他
意
は
な
く
、
お
も

に
は
筆
者
の
個
人
的
な
閥
心
に
基
づ
く
も
の
で
あ

ヲ
也
。
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